
山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

九
六

第
十
号
様
式
の
二
中
「
第
１
６
条
第
４
項
」
を
「
第
１
３
条
第
４
項
」
に
改
め
る
。

第
十
一
号
様
式
中
「
第
２
０
条
」
を
「
第
１
７
条
」
に
、「
吏
員
」
を
「
職
員
」
に
、「
第
１
６

条
第
４
項
」
を
「
第
１
３
条
第
４
項
」
に
、「
第
１
８
条
第
２
項
」
を
「
第
１
５
条
第
２
項
」
に
、

「
と
る
」
を
「
執
る
」
に
、「
当
該
吏
員
」
を
「
当
該
職
員
」
に
、「
第
１
６
条
第
４
項
各
号
」
を

「
第
１
３
条
第
４
項
各
号
」
に
、「
第
１
８
条
第
１
項
各
号
」
を
「
第
１
５
条
第
１
項
各
号
」
に
、

「
第
２
７
条
」
を
「
第
３
８
条
」
に
、「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
、「
２
０
万
円
」
を
「
３
０

万
円
」
に
、
「
第
２
０
条
第
１
項
」
を
「
第
１
７
条
第
１
項
」
に
、「
第
２
０
条
第
２
項
」
を
「
第

１
７
条
第
２
項
に
改
め
る
。

第
十
二
号
様
式
中
「
第
２
２
条
」
を
「
第
１
９
条
」
に
、「
次
の
各
号
に
」
を
「
次
に
」
に
、

「
お
こ
さ
せ
る
」
を
「
起
こ
さ
せ
る
」
に
、「
け
ん
お
」
を
「
嫌
悪
」
に
、「
客
引
し
」
を
「
客
引
き

を
し
」
に
、「
第
２
７
条
」
を
「
第
３
８
条
」
に
、「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
、「
２
０
万
円
」

を
「
３
０
万
円
」
に
、「
第
２
２
条
第
１
項
第
１
号
」
を
「
第
１
９
条
第
１
項
第
１
号
」
に
、「
第

２
２
条
第
２
項
」
を
「
第
１
９
条
第
２
項
」
に
改
め
る
。

第
十
三
号
様
式
中
「
第
２
３
条
」
を
「
第
３
２
条
」
に
、「
吏
員
」
を
「
職
員
」
に
、「
当
該
吏

員
」
を
「
当
該
職
員
」
に
、「
か
き
」
を
「
垣
」
に
、「
第
２
７
条
」
を
「
第
３
８
条
」
に
、「
一
に
」

を

「
い
ず
れ
か
に
」
に
、「
２
０
万
円
」
を
「
３
０
万
円
」
に
、「
第
２
３
条
第
５
項
」
を
「
第
３

２
条
第
５
項
」
に
改
め
る
。

第
二
条

山
梨
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
八
条
第
二
十
五
号
の
十
一
中
「
鳥
獣
保
護
及
狩
猟
ニ
関
ス
ル
法
律
（
大
正
七
年
法
律
第
三
十

二
号
）
第
十
二
条
第
一
項
」
を
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年

法
律
第
八
十
八
号
）
第
九
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
自
然
環
境
保
全
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

山
梨
県
自
然
環
境
保
全
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
山
梨
県
規
則
第
五
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
二
号
中
「
第
十
七
条
第
三
項
又
は
第
十
八
条
第
三
項
」
を
「
第
十
三
条
第
三
項
又
は
第

十
四
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
十
六
条
第
四
項
」
を
「
第
十
三
条
第
四
項
」
に
改

め
、
同
条
第
四
号
中
「
第
二
十
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
六
条
第
一
項
」
に
、「
第
十
八
条
第
一
項
」

を
「
第
十
五
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
第
一
条
及
び
第
三
条
の
規
定
は
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
、
第
二
条
の
規
定
は
同
月
十
六
日
か
　

ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
山
梨
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
第
十
七
条
の
二
の
規
定

は
、
第
一
条
の
規
定
の
施
行
の
日
以
後
に
さ
れ
る
山
梨
県
立
自
然
公
園
条
例
第
十
三
条
第
四
項
の
規

定
に
よ
る
許
可
の
申
請
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
さ
れ
た
同
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

山
梨
県
規
則
第
五
十
四
号

山
梨
県
鳥
獣
保
護
及
狩
猟
ニ
関
ス
ル
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
鳥
獣
保
護
及
狩
猟
ニ
関
ス
ル
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
鳥
獣
保
護
及
狩
猟
ニ
関
ス
ル
法
律
施
行
細
則
（
昭
和
五
十
四
年
山
梨
県
規
則
第
三
十
三
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則

第
一
条
中
「
鳥
獣
保
護
及
狩
猟
ニ
関
ス
ル
法
律
（
大
正
七
年
法
律
第
三
十
二
号
」
を
「
鳥
獣
の
保
護

及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
」
に
、「
鳥
獣
保
護
及
狩
猟
ニ

関
ス
ル
法
律
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
二
百
五
十
四
号
」
を
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正

化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
四
年
政
令
第
三
百
九
十
一
号
」
に
、「
鳥
獣
保
護
及
狩
猟
ニ
関
ス

ル
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
農
林
省
令
第
百
八
号
」
を
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に

関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十
八
号
」
に
、「
山
梨
県
鳥
獣
保
護
及
狩
猟
ニ

関
ス
ル
法
律
施
行
条
例
（
平
成
十
二
年
山
梨
県
条
例
第
十
七
号
」
を
「
山
梨
県
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟

の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
（
平
成
十
四
年
山
梨
県
条
例
第
二
十
六
号
」
に
改
め
る
。

第
二
条
か
ら
第
十
条
ま
で
を
削
る
。

第
十
一
条
第
一
項
中
「
第
一
条
ノ
三
第
五
項
又
は
第
一
条
ノ
五
第
六
項
（
法
第
一
条
ノ
六
第
二
項
、

第
八
条
ノ
三
第
九
項
及
び
第
八
条
ノ
八
第
四
項
」
を
「
第
七
条
第
四
項
（
法
第
十
二
条
第
五
項
及
び
第

十
四
条
第
三
項
」
に
改
め
、「
含
む
。）」
の
下
に
「
及
び
第
二
十
八
条
第
六
項
」
を
加
え
、
同
条
を
第

二
条
と
し
、
第
十
二
条
を
第
三
条
と
し
、
第
十
三
条
を
第
四
条
と
す
る
。

第
十
四
条
中
「
第
十
二
条
」
を
「
第
三
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
条
と
し
、
第
十
五
条
か
ら
第
十

八
条
ま
で
を
九
条
ず
つ
繰
り
上
げ
、
第
九
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
許
可
等
の
申
請
書
等
）

第
十
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
申
請
書
等
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

一
　
法
第
四
十
一
条
の
申
請
書
　
狩
猟
免
許
申
請
書
（
第
一
号
様
式
）

二
　
法
第
五
十
一
条
第
一
項
の
申
請
書
　
狩
猟
免
許
更
新
申
請
書
（
第
二
号
様
式
）

三
　
法
第
五
十
六
条
の
申
請
書
　
狩
猟
者
登
録
申
請
書
（
第
三
号
様
式
）
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梨
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四
　
法
第
六
十
一
条
第
二
項
の
申
請
書
　
変
更
登
録
申
請
書
（
第
四
号
様
式
）

五
　
省
令
第
七
条
第
一
項
の
申
請
書
　
鳥
獣
捕
獲
等
許
可
申
請
書
（
第
五
号
様
式
）

六
　
省
令
第
七
条
第
七
項
の
申
請
書
　
従
事
者
証
交
付
申
請
書
（
第
六
号
様
式
）

七
　
省
令
第
七
条
第
一
項
及
び
第
七
項
の
申
請
を
併
せ
て
行
う
場
合
の
申
請
書
　
鳥
獣
捕
獲
等
許
可

及
び
従
事
者
証
交
付
申
請
書
（
第
七
号
様
式
）

八
　
省
令
第
七
条
第
九
項
、
第
十
五
条
第
五
項
、
第
四
十
二
条
第
四
項
、
第
四
十
八
条
第
五
項
及
び

第
六
十
五
条
第
九
項
の
申
請
書
　
狩
猟
免
状
等
再
交
付
申
請
書
（
第
八
号
様
式
）

九
　
省
令
第
七
条
第
十
項
及
び
第
十
一
項
、
第
十
五
条
第
六
項
、
第
四
十
二
条
第
五
項
、
第
四
十
八

条
第
四
項
並
び
に
第
六
十
五
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
係
る
届
出
書
　
住
所
等
変
更
届
出

書
（
第
九
号
様
式
）

十
　
省
令
第
七
条
第
十
二
項
及
び
第
十
三
項
、
第
十
五
条
第
七
項
、
第
四
十
二
条
第
六
項
、
第
四
十

六
条
第
六
項
並
び
に
第
六
十
五
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
係
る
届
出
書
　
狩
猟
免
状
等
亡

失
届
出
書
（
第
十
号
様
式
）

十
一
　
省
令
第
十
五
条
第
一
項
の
申
請
書
　
指
定
猟
法
許
可
申
請
書
（
第
十
一
号
様
式
）

十
二
　
省
令
第
四
十
条
の
請
求
書
　
損
失
補
償
請
求
書
（
第
十
二
号
様
式
）

十
三
　
省
令
第
七
十
二
条
第
一
項
の
申
請
書
　
猟
区
認
可
申
請
書
（
第
十
三
号
様
式
）

第
十
九
条
及
び
第
二
十
条
を
削
る
。

第
一
号
様
式
か
ら
第
四
号
様
式
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
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第１号様式（第１１条関係）



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

九
九



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

一
〇
〇

第２号様式（第１１条関係）



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

一
〇
一



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

一
〇
二

第３号様式（第１１条関係）



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

一
〇
三



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

一
〇
四

第4号様式（第１１条関係）



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

一
〇
五



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

一
〇
六

第
四
号
様
式
の
二
を
削
る
。

第
五
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第５号様式（第１１条関係）



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

一
〇
七

第
五
号
様
式
の
二
を
削
る
。

第
六
号
様
式
及
び
第
七
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第６号様式（第１１条関係）



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

一
〇
八

第７号様式（第１１条関係）



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
二
十
号
　
　
平
成
十
五
年
三
月
二
十
七
日

一
〇
九


